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（論文審査の要旨） 
大川聰君提出の学位審査論文は「建設機械の駆動システムでの潤滑油類が起因となる故障への対策 - システムズエンジニアリ




















る。エンジン焼付きに対しては Systems Modeling Language （SysML）によりエンジン油とピストンリングとの相互作用を表す基
本メカニズムを記述した上で、低品質エンジン油による故障メカニズムを解明している。冷却水シールの漏れの解析にはアーキ
テクチャを故障のビューから見た Decomposition Analysis Resolution Process(DAR)を用いて原因を解析している。開発ステージで
のクランクシャフト用オイルシールの漏れ故障についても、同様に DAR を用いて原因を整理した上で、SysML を用いたオイル
シールの振る舞いの記述に基づく理解から、対策を検討できることを述べている。 
第 4 章では、運用ステージで発生した生分解性作動油による油圧システムの故障と SysML を用いた解析と対策について述べて
いる。従来の手法に基づく故障解析では、生分解性作動油による作動不良の問題が未解決のままで残っていたが、SysML を用い
て油圧システムの基本メカニズムを記述した上で生分解性作動油を起因とする作動不良に至るメカニズムを解明し、作動不良を






立つ可能性について論じている。第 6 章では、本論文全体を総括する形で論じ、得られた結果をまとめて結論としている。 
以上より、本論文は、潤滑油類を活用する多くの駆動システムの開発、故障対策に携わる研究者および実務者に対して大いに
参考となるものであり、システムエンジニアリング学上寄与するところが少なくない。したがって，本論文の著者は博士（シス
テムエンジニアリング学）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
